
＊詳細は各校HPをご覧ください（Web申し込みが必要です）。

常
葉
大
学
の
前
身
と
な
る
常
葉
学
園
大
学
は
教
育
学
部
初
等
教
育
課
程
の

み
の
単
科
大
学
と
し
て
1
9
8
0
年
に
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
44
年
が

経
過
し
、
常
葉
大
学
は
全
国
有
数
の
総
合
大
学
に
な
り
ま
し
た
。

1
9
8
0
年
に
入
学
し
た
第
1
期
生
を
始
め
と
し
て
多
く
の
卒
業
生
が
教

員
と
な
り
、
県
内
外
の
小
中
学
校
を
中
心
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。
今
で
は

「
教
育
の
常
葉
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
卒
業
生
の

活
躍
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。
県
内
の
学
校
に
教
育
実
習
等
で
訪
問
す
る
と
、

卒
業
生
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
1
9
9
8
年
に
生
涯
学
習
社
会
を
担
う
社
会
教
育
の
専
門
家
を

育
成
す
る
生
涯
学
習
学
科
、
2
0
0
4
年
に
教
育
現
場
等
で
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
行
え
る
心
の
専
門
家
を
育
成
す
る
心
理
教
育
学
科
（
初
等
教
育
課
程
心

理
専
攻
を
改
組
）
を
設
置
し
、
現
在
の
1
課
程
・
2
学
科
体
制
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
2
0
2
4
年
度
に
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
・
特
別
支

援
学
校
教
員
の
養
成
を
明
確
化
す
る
た
め
、
初
等
教
育
課
程
を
学
校
教
育
課

程
へ
名
称
変
更
い
た
し
ま
し
た
。

今
、
日
本
の
教
育
は
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
学
校
教
育
は
コ

ロ
ナ
禍
で
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
が
前
倒
し
さ
れ
て
現

実
の
も
の
と
な
り
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
話
題

と
な
っ
た
2
0
1
7
年
に
改
訂
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領
も

全
学
年
で
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
リ
ス
キ
リ

ン
グ
に
代
表
さ
れ
る
学
校
教
育
以
降
の
学
び
直
し
も
注
目

さ
れ
て
お
り
、
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
に
生
涯
学
習
社

会
の
構
築
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
複
雑
化
す
る
社
会

の
中
で
様
々
な
心
の
問
題
を
抱
え
る
人
へ
の
ケ
ア
が
必
要

で
あ
り
、
心
の
専
門
家
の
役
割
が
一
層
重
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
本
学
教
育
学
部
の
役
割
は
ま
す
ま
す

大
き
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

将
来
に
何
が
起
き
る
の
か
を
予
測
す
る
こ
と
が
難
し
い

時
代
に
な
り
ま
し
た
。
教
育
学
部
の
役
割
と
し
て
重
要
な

の
は
未
知
の
新
し
い
問
題
が
出
て
き
た
と
き
で
も
周
囲
の

人
々
と
協
働
し
て
問
題
解
決
に
取
り
組
も
う
と
す
る
人
材

の
育
成
で
す
。
学
生
だ
け
で
な
く
、
教
員
も
新
し
い
知
見

や
研
究
成
果
を
授
業
等
に
取
り
入
れ
て
教
育
力
を
高
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

特集 教育学部

卒業式・卒園式

入学式・入園式

常葉大学

常葉大学短期大学部

リハビリ病院

がんばる卒業生

常葉中高

橘中高・菊川中高

橘小

とこは幼稚園

たちばな幼稚園

よろこびの入賞・入選

人事異動
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学 校 法 人 常 葉 大 学

常 葉 大 学 ・ 大 学 院

常 葉 大 学 短 期 大 学 部

常 葉 大 学 附 属 常 葉 中 学 校 ・ 高 等 学 校

常 葉 大 学 附 属 橘 中 学 校 ・ 高 等 学 校

常 葉 大 学 附 属 菊 川 中 学 校 ・ 高 等 学 校

常 葉 大 学 教 育 学 部 附 属 橘 小 学 校

幼保連携型認定こども園常葉大学附属とこは幼稚園

幼保連携型認定こども園常葉大学附属たちばな幼稚園

常 葉 大 学 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 病 院

▲学校教育課程１年次授業

　「授業実践演習」：

　教育学部附属橘小学校に

　おける授業観察

生涯学習学科学生による

静岡市立御幸町図書館での

多言語対応の館内サイン

およびカウンター内の

コミュニケーションツールの作成 ▶



教育学部

小学校、中学校（国語・社会・数学・理科・音楽）・高等学校（国語・地理歴史・数学・理科・音楽）、特別
支援学校教員の養成を行い、卒業生の多くが静岡県内外の学校で活躍しています。教科の知識＋教科の指
導法＋教職に関する専門知識に加えて、様々な人と関わる協働作業を通した人間性の育成を目指した授業
外の活動として「登録研究会」制度や、学生と教員が
日ごろの研究成果や活動等を発表できる「教育学会」、
論文投稿もできる「常葉初等教育研究」（冊子）、「教育
研究実践報告誌」（常葉大学・常葉大学短期大学部リポ
ジトリで公開）などの論文集、実践記録集を発行し、
学生と教員の教育研究力を高めることに努めています。

図1：「登録研究会」募集のチラシです。
図2：「教育学会」発表プログラムの表紙です。題字は「余暇」

（揮毫：後藤祐月氏）です。学校は英語でschoolですが、
語源はギリシャ語のskhole＝余暇です。つまり、「学び」
に必要なものは「余暇」です。

※画像は昨年度のものなので学校教育課程ではなく初等教育
課程となっています。

橘高校  教育相談講座：思春期の心の揺れと誰かに相談する
ことの大切さについて学ぶ講座です。１・２年生には心理
教育学科教員による講義、3年生には全クラス対象にグ
ループに分かれた大学生92名が、高校生の悩みに寄り添
いました。

心薙祭：大学祭では心理教育学科の学生52名が参加し、
学科紹介の展示と心理学の学びの紹介を行いました。展示
会場へは約350名の来場者があり、それぞれに教育内容
の展示や心理の体験を楽しまれていました。令和6年度も
実施する予定ですのでご期待ください。

2023年に行われた2024年度教員採用試験では128名が受験して71名が合格しました。合格率は55.5％（学校教育課
程・生涯学習学科のみ、静岡県以外の合格者も含む）でした。また、学校教育課程・生涯学習学科生涯スポーツ専攻の
卒業者（139名）に対する正規教員採用者の割合は51.1%です。これは、国立大学教育学部（全44校）の順位で比較
すると13位相当であり、良好な水準を保っています。

■  教員採用試験について

■  学校教育課程

図1 図2

常葉だより ( 2 )



生涯学習学科学生の国立中央青少年交流の家・法人ボラン
ティア表彰授与式

静岡市立御幸町図書館における「日本語と英語による絵本
の読み聞かせ」（御幸町図書館開館20周年先行イベント
「Reading meeting in English！イングリッシュ！よみ
きかせかい」）

オープンキャンパス（７・８月）：２～４年生20名が参加し、
大学の勉強や生活、就職活動などについて発表しました。

社会教育の専門家の育成、中学校教員（保健体育）養成を行い、静岡県を中心として卒業生が様々な場
所で幅広く活躍しています。「社会教育実習」では、社会教育の専門家に必要な知識や経験を社会教育施
設で身につけ、これらの実習をきっかけに社会教育施設でのボランティア活動に取り組んだ学生が表彰
されています。

心理学の専門職はもちろん、幅広いフィールドで長く活躍できる人材を育てることを目指しています。
個人のこころの問題から地域との関わりにいたるまで、心理学を段階的に幅広く学ぶことで、社会で
必要とされる「人間理解力」「コミュニケーション力」「課題解決能力」を備えることができます。

■  生涯学習学科

■  心理教育学科

「常葉の心理を知ってもらうために高校や地域と
もっとつながろう」をコンセプトに、教員・学生
による広報活動を行っています。

■  令和 5年度の活動実績さいこねくと  Psychology ＋ Connect
（心理教育学科高大連携・広報プロジェクト）

心理教育学科の
インスタグラムも
好評です！

2024（令和6）年5月17日  第248号( 3 )



とこは幼稚園

菊川高校

菊川中学

令和5年度

卒業式・卒園式

たちばな幼稚園

橘中学・高校

常葉中学

常葉高校

橘小

常葉大学・大学院・短期大学部
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令和6年度

入学式・入園式

橘中学・高校

常葉中学・高校

たちばな幼稚園

橘小

菊川中学・高校

常葉大学・大学院・短期大学部

とこは幼稚園
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令
和
６
年
度
実
施
の
教
採
試
験
は
例

年
よ
り
２
か
月
早
い
試
験
日
程
に
変
更

さ
れ
ま
し
た
。
試
験
の
早
期
化
に
伴
い
、

受
験
者
に
対
す
る
対
策
講
座
を
例
年
よ

り
早
く
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

一
年
前
の
７
月
か
ら
11
月
に
か
け
て

は
学
習
会
で
求
め
る
教
師
像
・
学
級
づ

く
り
・
保
護
者
対
応
等
々
の
教
育
時
事

問
題
を
週
２
〜
３
回
開
催
。
11
月
か
ら

は
願
書
提
出
に
必
要
な
面
接
シ
ー
ト
添

削
指
導
を
予
約
制
で
開
始
し
、
２
月
か

ら
は
実
際
の
面
接
を
想
定
し
た
面
接
指

導
に
移
行
し
７
月
頃
ま
で
続
き
ま
す
。

ま
た
、
２
月
に
は
５
日
間
の
集
中
講
座

を
16
講
座
実
施
し
、
多
く
の
学
生
が
参

加
し
ま
し
た
。
集
中
講
座
と
平
行
し
静

岡
県
・
静
岡
市
・
浜
松
市
の
教
育
委
員

会
に
よ
る
説
明
会
を
開
催
し
、
約
150
名

の
受
験
予
定
者
は
試
験
本
番
に
向
け
て

一
層
気
合
が
入
り
、
合
格
に
向
け
て
励

ん
で
い
ま
す
。

社
会
環
境
学
部
の
学
生
を
中

心
に
約
20
年
取
り
組
ん
で
い
る

静
岡
県
松
崎
町
の
石
部
棚
田
保

全
活
動
が
、
こ
の
た
び
農
林
水

産
省
に
評
価
さ
れ
、
令
和
５
年

度
『
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
』
特
別

感
謝
状
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

３
月
７
日
、
草

薙
・
浜
松
キ
ャ
ン

パ
ス
に
て
、
令
和

５
年
度
と
こ
は
未

来
塾―

T
U
 can 

P
roject―

事
業

報
告
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

様
々
な
地
域
課

題
に
対
し
、
学
生

独
自
の
視
点
で
取

り
組
ん
だ
17
団
体

が
報
告
を
行
い
、

学
生
、
教
職
員
の

他
、
連
携
先
の
方

な
ど
145
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
地
域
貢
献
活
動
か
ら
得
ら
れ
る

こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
学
生
交
流
が
行
わ
れ
、
更
な
る
発
展

が
期
待
で
き
る
報
告
会
と
な
り
ま
し
た
。

静
岡
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
が
、
４

月
４
日
と
５
日
に
「
新
入
生
の
履

修
等
相
談
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
新
入
生
の
履
修
科
目
や
試

験
対
策
か
ら
ア
ル
バ
イ
ト
の
探
し

方
な
ど
学
生
生
活
に
関
す
る
様
々

な
相
談
に
先
輩
学
生
が
回
答
し
ま

し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、

新
入
生
の
不
安
の
解
消
に
な
っ
た

だ
け
で
な
く
、
先
輩
学
生
に
と
っ

て
も
自
身
の
振
り
返
り
や
新
た
な

気
持
ち
づ
く
り
に
な
っ
た
よ
う
で

す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
断
し
て
い
た

外
国
語
学
部
の
渡
航
型
海
外
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
２
０
２
２
年
度
か
ら

一
部
が
、
そ
し
て
２
０
２
３
年
度

は
す
べ
て
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
度
は
70
名
を
超
え
る

学
生
が
、
世
界
各
地
の
協
定
校
に

飛
び
立
ち
、
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
通
じ
て
語
学
力
を
向
上
さ
せ
、

異
文
化
交
流
の
貴
重
な
経
験
を
積

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
画
像
は
夏
季
カ
ナ
ダ
語
学
研
修
）

静
岡
草
薙
キ
ャ
ン
パ
ス
　
教
職
支
援
セ
ン
タ
ー

教
員
採
用
試
験
対
策
講
座
実
施
中
！

大
学
・
短
期
大
学
部

令
和
５
年
度
と
こ
は
未
来
塾

―
TU
 can P

roject―

事
業
報
告
会
を
開
催

社
会
環
境
学
部

令
和
５
年
度

「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
」

特
別
感
謝
状
を
受
賞

外
国
語
学
部

外
国
語
学
部
海
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
再
始
動
!!

静
岡
草
薙
・
瀬
名
・
水
落
キ
ャ
ン
パ
ス

先
輩
学
生
に
よ
る「
新
入
生
の
履
修
等
相
談
カ
フ
ェ
」開
催

常葉だより ( 6 )
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音
楽
科
主
催
に
よ
る
各
種
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
、

第
14
回
ウ
イ
ン
ド
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期
演
奏
会
が
、
２
月
３
日
（
東

部
公
演
・
長
泉
町
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ
）
と
２
月
８
日
（
静
岡
公
演
・
静
岡

音
楽
館
Ａ
Ｏ
Ｉ
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
選
抜
さ
れ

た
学
生
が
立
派
に
務
め
ま
し
た
。
次
に
、
専
攻
別
演
奏
会
（
ピ
ア
ノ
・

声
楽
・
作
編
曲
）が
２
月
15
日（
清
水
文
化
会
館
マ
リ
ナ
ー
ト
小
ホ
ー
ル
）

に
て
開
催
さ
れ
、
各
専
攻
、
一
年
間
の
学
業
の
集
大
成
を
華
や
か
に
披

露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
３
月
７
日
に
は
卒
業
演
奏
会
が
、
翌
８
日
に
は

修
了
演
奏
会
が
静
岡
音
楽
館
Ａ
Ｏ
Ｉ
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。音
楽
科
・

専
攻
科
ど
ち
ら
も
成
績
優
秀
者
が
、
こ
れ
ま
で
の
学
業
の
集
大
成
を
披

露
い
た
し
ま
し
た
。
ご
声
援
、
ご
来
場
頂
き
ま
し
た
皆
様
、
演
奏
会
開

催
へ
ご
尽
力
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
大
学
関
係
者
の
皆
様
に
、
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

２
月
６
日
、
静
岡
瀬
名
キ
ャ
ン
パ
ス

に
て
「
と
こ
は
未
来
６
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
一
環
で
あ
る
本
講
座
の
作
品
講
評
会

を
実
施
し
ま
し
た
。
映
像
、
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
、

２
Ｄ
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
３
講
座

を
ご
担
当
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
ハ
リ
ウ
ッ

ド
大
学
講
師
に
よ
る
実
践
的
で
ハ
イ
レ

ベ
ル
な
内
容
の
コ
メ
ン
ト
に
参
加
し
た

15
名
の
学
生
も
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。
彼
ら
の
今
後
の
成
果
に
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

４
月
３
日
、
静
岡
水
落
キ
ャ
ン
パ
ス

学
生
ホ
ー
ル
に
て
新
入
生
歓
迎
会
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。
外
は
あ
い
に
く
の

雨
で
し
た
が
、
勧
誘
側
の
学
生
は
、
一

人
で
も
多
く
の
部
員
を
獲
得
し
よ
う
と

気
合
十
分
と
い
っ
た
様
子
で
、
会
場
は

熱
気
に
満
ち
て
お
り
ま
し
た
。
一
年
生

が
会
場
入
り
し
た
瞬
間
、
会
場
の
テ
ン

シ
ョ
ン
は
最
高
潮
へ
。
一
年
生
の
手
に

は
一
瞬
で
大
量
の
ビ
ラ
。
人
気
者
の
一

年
生
で
し
た
。
早
く
も
、
大
学
生
の
雰

囲
気
を
肌
で
感
じ
る
ひ
と
時
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

学
友
会
会
長
の
葛
木
月
野
さ
ん(

法

学
部
３
年)

は
「
こ
の
新
入
生
歓
迎
会

を
き
っ
か
け
に
、
少
し
で
も
サ
ー
ク
ル

に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い

で
す
。
新
し
い
仲
間
と
共
に
今
後
の
大

学
生
活
も
楽
し
み
ま
す
」
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

短
期
大
学
部
　
音
楽
科

音
楽
科
主
催
各
演
奏
会
開
催

音
楽
科
主
催
各
演
奏
会
開
催

ス
タ
ッ
フ
一
同
、
患
者
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
、
患
者
様
の
希

望
を
聞
き
、
病
気
や
怪
我
の
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
診
療
科
目
は
整
形
外
科
と
一

般
内
科
で
す
。
受
付
時
間
は
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
の
８
時
30
分
か
ら
11
時
30
分
で
す
。
診

療
科
問
わ
ず
紹
介
状
は
不
要
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

☎
０
５
３（
４
３
６
）１
３
０
４

造
形
学
部

「
デ
ジ
タ
ル

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
」

作
品
講
評
会

静
岡
水
落
キ
ャ
ン
パ
ス

一年
生
の
取
り
合
い
⁉

大
盛
況
の
新
入
生
歓
迎
会

リ
ハ
ビ
リ
病
院

外
来
診
察
の
ご
案
内
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３
月
１
日
に
「
浜
松
市
と
大
学
と
の
連
携
事

業
〜
大
学
生
に
よ
る
講
座
」
の
成
果
報
告
会
が

浜
松
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
、
浜
松
市
内
６
大

学
の
学
生
と
協
働
セ
ン
タ
ー
等
の
職
員
ほ
か
、

95
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
本
学
か
ら
は
、
健
康

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
学
部
健
康
鍼
灸
学
科
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
Ｓ
ｉ
ｎ
Ｑ
が
部
活
動
を
行
う

中
学
生
に
対
し
て
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
方
法

や
刺
さ
な
い
鍼
に
よ
る
セ
ル
フ
ケ
ア
に
つ
い
て

講
義
し
た
内
容
を
報
告
し
ま
し
た
。
報
告
会
後

は
、
保
健
医
療
学
部
学
生
サ
ー
ク
ル
障
☆
ス
ポ

Ｓ
Ｃ
が
講
座
で
行
っ
た
ボ
ッ
チ
ャ
を
参
加
者
に

体
験
し
て
い
た
だ
き
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

最
後
に
は
意
見
交
流
会
が
行
わ
れ
、
成
果
、
今

後
の
課
題
を
テ
ー
マ
に
、
成
功
体
験
や
失
敗
談

を
交
え
て
講
座
の
振
り
返
り
を
行
い
ま
し
た
。

４
月
５
日
か
ら
４
月
26
日
ま
で

食
品
ス
ー
パ
ー
エ
ブ
リ
ィ
ビ
ッ
グ

デ
ー
浜
北
店
（
株
式
会
社
ビ
ッ
グ

富
士
）
に
お
い
て
、
健
康
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
学
部
健
康
栄
養
学
科
の

学
生
３
名
が
考
案
し
た
お
弁
当
が

販
売
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
５
月
か
ら
メ
ー
カ
ー
が
指

定
す
る
食
材
を
活
用
し
、
若
い
女

性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
お
弁
当

レ
シ
ピ
の
考
案
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。「
春
の
彩
り
弁
当
」
と

題
し
て
、
１
日
に
必
要
な
野
菜
１

／
３
が
採
れ
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て

お
り
、
見
た
目
も
華
や
か
な
お
弁

当
と
な
り
ま
し
た
。

経
営
学
部
鈴
木

章
浩
ゼ
ミ
の
３
年

生
が
働
き
方
の
知

識
や
県
内
の
産
業

を
学
べ
る
双
六

「
ゼ
ロ
か
ら
始
め

る
静
岡
人
生
設

計
」
を
作
成
し
ま

し
た
。
県
外
に
転

出
す
る
若
者
が
多

い
こ
と
を
地
域
の

課
題
と
し
、
浜
松

市
職
員
や
社
会
保
険
労
務
士
へ
の
聞
き
取
り
や
文
献
調
査
を
行
い
完
成
に

至
り
ま
し
た
。
１
月
に
は
浜
松
市
立
都
田
中
学
校
で
出
張
授
業
を
行
い
、

双
六
を
楽
し
み
な
が
ら
仕
事
や
産
業
、
観
光
な
ど
、
知
識
の
幅
を
広
げ
ま

し
た
。

浜
松
キ
ャ
ン
パ
ス

「
浜
松
市
と
大
学
と
の
連
携
事
業
〜
大
学
生
に
よ
る
講
座
」の
成
果
報
告
会
開
催

健
康
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
学
部

「
春
の
彩
り
弁
当
」
考
案

経
営
学
部

「
ゼ
ロ
か
ら
始
め
る
静
岡
人
生
設
計
」

双
六（
す
ご
ろ
く
）作
成

常葉だより ( 8 )

　　　常葉大学

在学中に取り組んだこと、得たこと
　主科の先生の指導のもと、自分が1番自由に歌える発声、好きな
国の音楽を知ることを重点的に勉強しました。
　発声は先生、国、個々人で声の出し方が違うので多くの歌手を聞
いてどうやって声を出しているのか、どの発声が自分に合うのか、
在学中にその事を研究に研究を重ね自分の発声を身に着けていきま
した！！

がんばる卒業生

常葉大学短期大学部音楽科
平成29（2017）年度卒業

同専攻科　令和元（2019）年度修了

バリトン歌手

伊藤 尚人 さん

今の仕事内容、やりがい
　現在決まった勤務先はなく、音楽教室でのレッスン、個人レッス
ンをしながら、オーディション、コンクールを受けて演奏の場を増
やしています。
　クラシック歌手で27歳は本当にまだまだ若手ですので、勉強不
足なことがおおいです。
　ですが、徐々に歌が上手くなるという感覚や、聞いてくださった
お客様からの嬉しいお言葉を頂けると芸術というものを勉強して本
当によかったと思います！！

今後の抱負
　自分が伝えたい音楽、後世に残して行きたい音楽をさらに磨き、
コンクール、オペラ、ソロリサイタルとたくさんの事に挑戦してい
きたいと思っています！！

後輩へのメッセージ
　夢に向かって頑張ることをやめないでください、
努力の過程で挫折すること、嫌になることたくさんありますが、辛
いことを乗り越えると幸せが訪れます。
　もし、これだ！！と思うことがあったらそれを叶えるために死にも
のぐるいで頑張ってください！！



２
月
25
日
、
総
合
学
習
で
取
り
組
ん
だ

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
地
域
探
究
）
の
全
国
大

会
「
ク
エ
ス
ト
カ
ッ
プ
」
が
東
京
の
明
治

大
学
中
野
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
行
わ
れ
ま
し

た
。「
ク
エ
ス
ト
カ
ッ
プ
」
は
全
国
の
探

求
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ク
エ
ス
ト
エ
デ
ュ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」に
取
り
組
ん
だ
中
高
生
が
、

１
年
間
の
成
果
を
社
会
に
発
信
す
る
祭
典

で
す
。
本
校
「
バ
ル
ー
ン
」
チ
ー
ム
は
静

岡
エ
ン
ジ
ン（
シ
ズ
ク
リ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

に
参
加
し
た
県
内
850
チ
ー
ム
の
超
難
関
を

突
破
し
た
４
チ
ー
ム
の
１
つ
と
し
て
全
国

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

受
賞
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
本

番
ま
で
の
努
力
と
当
日
の
堂
々
と
し
た
発

表
は
大
変
立
派
で
、
生
徒
た
ち
の
貴
重
な

財
産
と
な
り
ま
し
た
。

常
葉
中
学

ク
エ
ス
ト
カ
ッ
プ

創
立
者
木
宮
泰
彦
先
生
が
、

１
９
５
５
年
（
昭
和
30
年
）
に

出
版
し
た
『
日
華
文
化
交
流
史
』

の
新
装
版
が
、
こ
の
度
、
吉
川

弘
文
館
よ
り
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

常
葉
大
学
外
国
語
学
部
の
若
松

大
祐
准
教
授
が
、
解
説
を
執
筆

さ
れ
、
歴
史
学
者
と
し
て
の
創
立
者
の
業
績
や
新
装
復
刻
さ
れ
た
著

書
の
意
義
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
い
ま
す
。
こ
の
著
書
は
、
古

代
か
ら
近
世
ま
で
の
日
本
と
中
国
の
交
流
を
描
い
た
も
の
で
、
中
国

や
台
湾
で
も
翻
訳
さ
れ
、
歴
史
を
研
究
す
る
も
の
に
と
っ
て
は
、
原

点
を
知
る
貴
重
な
資
料
だ
そ
う
で
す
。
１
９
４
５
年
（
昭
和
20
年
）

の
東
京
大
空
襲
に
よ
り
初
版
原
稿
は
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

10
年
後
、
泰
彦
先
生
が
70
歳
の
頃
、
常
葉
学
園
の
運
営
を
し
な
が
ら

も
執
筆
を
続
け
た
魂
の
こ
も
っ
た
著
書
で
す
。
大
学
図
書
館
に
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
御
覧
く
だ
さ
い
。

常
葉
中
学
・
高
校

創
立
者
木
宮
泰
彦
先
生
の

『
日
華
文
化
交
流
史
』が
新
装
復
刻

２
月
14
日
、
家
庭
研
修
中
の
高
校

３
年
生
を
招
い
て
受
験
体
験
談
を
聞

く
会
、
そ
の
名
も
『
３
年
生
に
聞

く
』
を
行
い
ま
し
た
。
看
護
・
医

療
、
保
育
、
四
大
・
短
大
、
専
門
学
校
・

就
職
の
４
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か

れ
、
各
８
人
程
度
の
代
表
が
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
ア
ド
バ
イ
ス
の
多
く

は
、
早
め
の
準
備
す
る
こ
と
や
た
く

さ
ん
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
行
っ

て
学
校
を
比
較
す
る
こ
と
で
し
た
。

高
１
・
高
２
の
生
徒
は
実
際
に
経
験

し
た
先
輩
を
目
の
前
に
し
て
、
貴
重

な
生
の
声
を
聴
き
、
自
分
た
ち
の
進

路
実
現
の
た
め
に
、
メ
モ
を
取
り
な

が
ら
真
剣
な
表
情
で
臨
ん
で
い
ま
し

た
。

常
葉
高
校

３
年
生
に
聞
く

３
月
12
日
に
学
校
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、
日
本
盲
導
犬
協
会
の
方
、

ユ
ー
ザ
ー
の
方
、
盲
導
犬
を
迎
え
、
福
祉
講
座
「
盲
導
犬
ユ
ー
ザ
ー
と

共
に
社
会
を
考
え
る
」
が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。
講
演
で
は
ユ
ー
ザ
ー
の

方
の
体
験
や
社
会
で
共
に
生
き
て
い
く
中
で
、
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
す

る
必
要
が
あ
る
か
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

常
葉
中
学

福
祉
講
座「
盲
導
犬
ユ
ー
ザ
ー
と
共
に

社
会
に
つ
い
て
考
え
る
」
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菊
川
中
学
・
高
校

マ
ラ
ソ
ン
大
会

４
月
11
日
に

バ
ス
遠
足
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

絶
好
の
快
晴
の

中
、
高
２
は
ま

か
い
の
牧
場
へ
、

高
３
は
横
浜
市

内
散
策
に
出
か

け
ま
し
た
。
新

ク
ラ
ス
と
な
り
、

新
し
い
仲
間
と

の
交
流
を
通
し

て
、
新
学
期
が

よ
り
楽
し
み
に

な
り
ま
し
た
。

橘
高
校

バ
ス
遠
足

4
月
24
日
か
ら
25
日
お
よ
び
25
日

か
ら
26
日
、
高
校
の
新
入
生
ゼ
ミ
を

松
風
閣
（
焼
津
市
）
に
て
行
い
ま
し
た
。

建
学
の
精
神
、
橘
高
校
の
歴
史
に
つ
い

て
学
び
、
坐

禅
の
体
験
も

し
ま
し
た
。

4
月
25
日

か
ら
26
日
、

中
学
の
新
入

生
ゼ
ミ
を
実

施
し
ま
し
た
。
創
立
者
木
宮
泰
彦
先

生
の
育
っ
た
浜
松
龍
雲
寺
で
座
禅
体

験
を
し
、
泰
彦
先
生
の
苦
悩
や
学
校

生
活
に
役
立
つ
貴
重
な
お
話
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
研
修
に
熱
心
に
取
り

組
み
、
学
友
と
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

橘
中
学
・
高
校

新
入
生
ゼ
ミ

橘
高
校

少
林
寺
拳
法
部

全
国
大
会
出
場

３
月
22
日

か
ら
24
日
に

香
川
県
善
通

寺
市
で
実
施

さ
れ
た
第
27

回
全
国
高
等

学
校
少
林
寺

拳
法
選
抜
大

会
に
出
場
し

て
き
ま
し

た
。
今
回
は

女
子
自
由
組
演
武
・
女
子
規
定
単
独
演
武
・
男
子

規
定
組
演
武
・
女
子
規
定
組
演
武
・
女
子
団
体
演

武
の
枠
で
、
計
11
名
の
出
場
と
な
り
ま
し
た
。
惜

し
く
も
決
勝
戦
へ
の
出
場
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
の
練
習
を
発
揮
し
て
す
ば
ら
し
い

演
武
を
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
月
１
日
、

静
岡
県
小
笠

山
総
合
運
動

公
園
エ
コ
パ

に
て
、
中
学

高
校
の
マ
ラ

ソ
ン
大
会
が

行
わ
れ
ま
し

た
。
陽
光
が

眩
し
い
ほ
ど

の
好
天
に
恵

ま
れ
、
マ
ラ

ソ
ン
部
門
だ

け
で
な
く
、
駅
伝
部
門
で
も
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

を
応
援
す
る
声
は
大
き
く
、
団
結
す
る
こ
と

と
力
を
出
し
き
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
再

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

菊
川
高
校

グ
レ
ー
テ
ル
と

不
思
議
の
街

煌
め
く
光
を

追
い
か
け
て

４
月
４
日
と
５
日
に
、
菊
川

高
校
美
術
・
デ
ザ
イ
ン
科
ア
ト

リ
エ
に
て
、
生
徒
発
信
企
画
「
グ

レ
ー
テ
ル
と
不
思
議
の
街　

煌

め
く
光
を
追
い
か
け
て
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
発
信
者
は
３
年

生
の
小
島
葵
さ
ん
と
、
内
藤
杏

奈
さ
ん
。
二
人
と
も
ク
ー
ポ
ン

デ
ザ
イ
ン
系
に
興
味
が
あ
り
、

将
来
そ
う
い
う
こ
と
が
学
べ
れ

ば
と
思
っ
て
企
画
し
た
そ
う
で

す
。
不
思
議
な
童
話
の
よ
う
な

空
間
も
あ
り
レ
ト
ロ
な
中
華
飯

店
も
あ
り
、
脱
出
ゲ
ー
ム
形
式

で
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
む
こ
と
が
で
き
、
校
内
外
か

ら
た
く
さ
ん
の
お
客
様
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

菊
川
高
校

美
術
・
デ
ザ
イ
ン
科

第
50
回
卒
業
制
作
展

２
月
１
日
か
ら

４
日
ま
で
、「
常
葉

大
学
附
属
菊
川
高
等

学
校
美
術
・
デ
ザ
イ

ン
科
第
50
回
卒
業
制

作
展
」が
、ク
リ
エ
ー

ト
浜
松
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

広
々
と
し
た
展
示
場

に
、
ド
ッ
ト
絵
や
ア

ニ
メ
風
の
萌
え
絵
が

あ
り
、
本
格
的
な
日
本
画
が
あ
り
、
リ
ア
ル

な
シ
ベ
リ
ア
ン
ハ
ス
キ
ー
が
あ
り
、
擬
人
化

さ
れ
た
カ
エ
ル
の
彫
刻
が
あ
り
等
々
、
そ
れ

ぞ
れ
の
や
り
方
で
三
年
間
の
集
大
成
を
つ
く

り
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

橘
高
校

剣
道
部

東
海
大
会
ベ
ス
ト
16２

月
18
日
に

三
重
県
で
行
わ

れ
ま
し
た
第
10
回

東
海
高
等
学
校
剣

道
選
抜
大
会
の
女

子
団
体
戦
の
部
に

出
場
し
ま
し
た
。

１
回
戦
で
津
西
高

校
（
三
重
２
位
）

に
４
対
０
で
勝
利

を
収
め
ま
し
た

が
、
２
回
戦
で
済

美
高
校
（
岐
阜
３
位
）
に
２
対
１
で
敗
れ
、
東
海

ベ
ス
ト
16
で
大
会
を
終
え
ま
し
た
。
ま
た
夏
の
高

校
総
体
に
向
け
て
頑
張
り
ま
す
。

常葉だより
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橘
小

第
40
回
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
学
習
発
表
会

　

１
月
11
日
に
清
水
マ
リ
ナ
ー
ト
大

ホ
ー
ル
に
て
、
記
念
す
べ
き
第
40
回

目
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
学
習
発
表
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年

が
、
こ
れ
ま
で
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
学

習
の
成
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
６
年
生
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
伴
奏
で
歌
う
全
校
合
唱
が
４

年
ぶ
り
に
復
活
し
、「
ふ
る
さ
と
メ
ド

レ
ー
」
を
全
校
で
歌
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
歌
声
が
響

く
、
素
敵
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

橘
小

持
久
走
記
録
会

　

２
月
３
日
と
９
日
に
持
久
走
記

録
会
を
行
い
ま
し
た
。
１
・
２
年

生
は
800
ｍ
、
３
・
４
年
生
は
１
㎞
、

５
・
６
年
生
は
1.5
㎞
を
走
り
ま
し

た
。
２
か
月
ほ
ど
前
か
ら
練
習
を

積
み
重
ね
、
本
番
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
自
分
の
記
録
を

超
え
る
こ
と
を
目
標
に
、
一
人
ひ

と
り
精
一
杯
走
り
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
保
護
者
の
方
、
相
棒
さ
ん

（
異
年
齢
ペ
ア
）
の
応
援
を
力
に
、

一
生
懸
命
が
ん
ば
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

橘
小

今
ま
で
あ
り
が
と
う
！

６
年
生
を
送
る
会

　

３
月
６
日
に
６
年
生
を

送
る
会
を
行
い
ま
し
た
。

全
校
児
童
が
集
ま
っ
て
の

６
年
生
を
送
る
会
は
、
４

年
ぶ
り
で
し
た
。
５
年
生

が
企
画
・
運
営
を
進
め
、

各
学
年
が
６
年
生
へ
送
る

出
し
物
の
練
習
や
プ
レ
ゼ

ン
ト
作
り
を
頑
張
っ
て
き

ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
ど
の
学

年
も
想
い
が
伝
わ
る
素
敵

な
歌
や
合
奏
の
発
表
を
行

い
ま
し
た
。

　

第
２
部
、
第
３
部
で
は

仲
よ
し
班
（
縦
割
り
）
ご

と
、
６
年
生
に
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。
今

ま
で
橘
小
学
校
を
引
っ

張
っ
て
き
て
く
れ
た
６
年

生
、
あ
り
が
と
う
！

橘
小

４
年
生 

ス
キ
ー
教
室　

２
月
22
日

に
、
４
年
生

が
ス
キ
ー
教

室
へ
出
か
け

ま
し
た
。
あ

い
に
く
の
雨

で
し
た
が
、

思
い
切
り
滑

る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

午
後
の
講
習

で
は
リ
フ
ト

に
も
乗
り
、

上
達
の
速
さ

に
驚
か
さ
れ

ま
し
た
。

橘
小

６
年
生 

卒
業
遠
足

　

２
月
29
日

に
、
６
年
生

が
卒
業
遠
足

に
行
き
ま
し

た
。ま
ず
は
、

南
青
山
能
楽

堂
で
、
狂
言

を
鑑
賞
し

ま
し
た
。
そ

の
後
は
、
劇

団
四
季
の

ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
「
ア
ラ
ジ

ン
」
を
鑑
賞

し
ま
し
た
。

芸
術
に
た
っ

ぷ
り
触
れ
た

１
日
と
な
り

ま
し
た
。
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常葉大学附属とこは幼稚園・たちばな幼稚園幼保連携型認定こども園

と
こ
は
幼

　

２
月
28
日
、
卒
園
す
る
年
長
児
か
ら
、
卒
園
記

念
品
と
し
て
「
ハ
ク
モ
ク
レ
ン
」
が
贈
ら
れ
、
代

表
し
て
年
長
児
が
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。
ど
ん
な

木
を
園
庭
に
植
え
よ
う
か
、
年
長
児
が
話
し
合
い

を
す
る
中
で
、「
僕
た
ち
が
住
ん
で
い
る
静
岡
に

は
、
滅
多
に
雪
が
降
ら
な
い
か
ら
、
雪
の
よ
う
に

き
れ
い
に
咲
く
花
は
な
い
か
な
」
と
探
し
、「
ハ

ク
モ
ク
レ
ン
」
に
辿
り
着
き
ま
し
た
。
み
ん
な
で

決
め
た
木
を
植
え
る
事
が
で
き
て
、
子
ど
も
た
ち

も
と
て
も
嬉
し
そ
う
。
樹
名
札

も
立
派
に
つ
い
て
、「
も
っ
と

も
っ
と
大
き
な
木
に
な
っ
て
、

た
く
さ
ん
の
花
を
咲
か
せ
て

ね
」
と
、
み
ん
な
で
願
い
ま
し

た
。
他
学
年
の
子
ど
も
た
ち
も

興
味
津
々
で
集
ま
っ
て
き

て
、「
き
れ
い
だ
ね
」
と
見
上
げ

て
い
ま
し
た
。
園
庭
に
ま
た
一
本
、

思
い
の
込
も
っ
た
素
敵
な
木
が
増

え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
、

大
切
に
育
て
て
い
き
た
い
で
す
。

　

日
差
し
の
暖
か
い
日
が

増
え
、
０
〜
満
３
歳
児
の

子
ど
も
た
ち
も
喜
ん
で
室

内
や
園
庭
で
遊
ん
で
い
ま

す
。歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た

り
友
達
の
様
子
に
興
味
を

持
っ
て
か
か
わ
ろ
う
と
し

た
り
、一
人
ひ
と
り
が
大
き

く
成
長
し
た
未
満
児
ク
ラ

ス
の
子
ど
も
た
ち
で
す
。

　

進
級
を
控
え
て
、
２
歳

児
と
満
３
歳
児
は
、
３
歳

児
の
保
育
室
に
遊
び
に
行

か
せ
て
も
ら
っ
て
い
つ
も

と
違
う
玩
具
に
興
味
津
々
。

大
き
く
な
っ
た
こ
と
を
喜

び
な
が
ら
新
し
い
ク
ラ
ス

に
も
期
待
を
膨
ら
め
て
、

ま
す
ま
す
元
気
い
っ
ぱ
い

遊
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま

す
♪た

ち
ば
な
幼

いっぱい

遊んだね♪

大きな
木に

なってね

2024年度 
『常葉だより』編集委員

よろしくお願いいたします

静岡草薙キャンパス
………………… 田村　優衣

静岡瀬名キャンパス 
………………… 望月　礼亜

静岡水落キャンパス
………………… 栗田　智子

浜松キャンパス
… 安井　佑輔・池端　孝仁

常葉中・高
… 阿形　朋子・龍頭　健斗

橘中・高
… 大野那津恵・山田　泰介

菊川中・高
… 望月　俊宏・浅羽寿美子

橘小学校
… 望月　　梓・田原　弘之

とこは幼稚園
… 清水　裕子・細井　菜摘

たちばな幼稚園 
………………… 小山　悠乃

常葉リハビリテーション病院
………………… 鈴木　由理

法人本部
… 中澤　俊一・野島百合子

常 葉 だ よ り ( 12)
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